
 

第３学年 社会科の実践 

 

１ 単元名 「わたしたちのまちと市」 （全２１時間 本時１５時間目） 

 

２ 単元目標  

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 「ひびき合う三の丸の子どもたち」にせまるために 

 

 

 

 

 

 

〈これまでの関わり合い・ひびき合い〉 

学習の様々な場面で、「これもっと調べてみたいな」や相手の意見と比べてみて自分はどう思ったのか話す場

面がみられる。 

道徳の学習では、全員が学習に参加できるように、自分の立場を名前マグネットで明確にし、理由を伝える活

動を取り入れている。意見が一通り見えるので、発表の時に「○○さんの考えに似ています」や自分以外の相手

と比べることができた。 

しかし、話し合いをする仕方が分かっていなくて話し合いが上手く進まないこともあった。そこで、少人数で

の話し合い、意図的なグループ構成、考える時間の確保、伝え合いの手順を示し、全員が話し合いに参加し、自

分事として課題を解決できるようにしていきたい。また、「できることからやってみるという前向きな気持ち」と

「自分や仲間の気づきや疑問を共有し、みんなで考えを出し合える雰囲気づくり」を大切に進めていきたい。そ

して、「仲間との伝え合い活動を通して、自分の考えを広げ深める」というひびき合える姿を目指したい。 

本単元は社会科であり、町探検に行って調べた経験が共通の土台として話し合いをしたり、友だちと考えを出

し合ったりして進められるようにしていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究課題  「子どもが解決したい問題をもち、友だちとひびき合いながら学習する子どもの育成」 

手だて・・・子どもの思いや願いを見とった単元構想と授業づくり 

ブロックテーマ・・・「追究する力、仲間と支え合う自分」 

            ・自分の問題をとことん追究する姿 

            ・仲間と協働して追究する姿 

単元目標  

〇身近な市の様子を大まかに理解するとともに、調査活動や地図帳などの資料を通して、必要な情報

を調べまとめる技能を身につけることができる。 

〇身近な市の場所による違い、人々の生活との関連などを与え、考えたことを表現することができる。 

〇身近な市について、主体的に学習の問題を解決しようとする態度や、思考や理解を通して、地域社

会に対する誇りと愛情をもつことができる。 

 



〈単元について〉 

 本単元は、次の学習指導要領の内容を受けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本単元では、身近な地域や市の様子を探検や調査活動を通して、課題を追究・解決し、自分が住んでいる町

や市の特徴を知り、地形を生かしたよさに気づき、まとめることができることがねらいとしている。 

小単元「まちの様子」で町探検を行い、自分たちが住んでいる身近な地域や自分たちが通う学校の周辺地域

とは様子の違うところが市内には存在する。このことに気付くことによって、市全体の様子に興味をもち、そ

の違いを「市の地形と土地利用」「交通の様子」「小田原の歴史を伝えるもの」「市にある公共施設」に着目

して比較する。本単元では、市全体へと広がるため、実際に見学できないところは、調べ活動や地図や資料を

活用する必要感が生じる。そのため、地図や資料の読み取り方を身につけたり、読み取ったことから複数の条

件と関連付けて考えたりすることができる機会となる。そして、身近な地域や市の様子をとらえ、地域の違い

を表現するという資質・能力を高めることを目指して、各地域の特色を地図にまとめていく学習が有効と考え

設定した。また、調べ活動を通して、小田原市のよさや魅力を発見し、地域への誇りと愛情をもつことができ

ると考える。 

４ 単元と指導について 

〈指導について〉 

導入で、町探検と小田原城の天守閣から四方位で町の様子を観察し、違いや特徴に気づいたり、よく分から

ない場所や遠くに見えるものは何か疑問をもったりする。天守閣から見た風景から山・川・海の自然に恵まれ

ているということに気づき、もっと自分が住んでいる小田原市について興味をもたせる。山・川・海の特徴と

各地域の土地の利用を関連させ、市の地形と土地利用に生かしていることに気づかせる。土地利用の気づきか

ら交通の様子、公共施設について関連づけて考えられるようにする。また、小田原の歴史を伝えるものを調べ

ることを通して、小田原宿で宿泊する人のために土産物が多くあり、今でも伝統を引き継ぎ売られていること

にも気づくことができる。そして、総合「小田原土産を考えよう！」に発展させ、本単元で作成する「小田原

紹介マップ」を生かしていきたい。 

本時で児童が解決したい学習課題は、「なぜ、小田原には、かまぼこやさんがいっぱいあるの？」である。自分

たちが住んでいる三の丸小周辺には、かまぼこ通りやお店がたくさんあることは知っているが、どうして小田原

にかまぼこ屋さんがいっぱいあるのか知らない。調べ活動では、地図や資料（わたしたちの小田原など）、コスモ

スの本を使って根拠を話せるように、ノートにメモしたり「発見！カード」に書いたりできるようにする。 

本時展開の伝え合いの場面では、一部の児童で話し合いが進む学級の実態を踏まえ、次のような手立てをとっ

ていく。 

1 つ目は、２段階の場の設定である。【ステージ１：グループで自分の考えを伝える。】「発見！カード」に

書いたことをグループで全員が発表して、自分の考えを意思表示できるようにする。その際、考えの根拠も合わ

せて伝えることや友達の考えを聴くことで、ものの見方がより広く深くなることを実感できると考える。【ステ

内容（１）「身近な地域や市区町村の様子について、学習の問題を追究・解決する活動を通し

て、次の事項を身に付けることができるよう指導する。」 

ア 次の知識及び技能を身に付けること 

（ア） 身近な地域や自分たちの市の様子を大まかに理解すること 

（イ） 観察・調査したり地図名などの資料で調べたりして、白地図などにまとめること。 

イ 次の思考力、判断力、表現力等を身に付けること 

（ア）都道府県内における市の位置、市の地形や土地利用、交通の広がり、市役所など主な

公共施設の場所と働き、古くから残る建造物の分布などに着目して、身近な地域や市

の様子を捉え、場所による違いを考え表現すること 



ージ２：他のグループをまわる。】「さらに発見タイム」で相違点を見つける。他のグループの考えをじっくり

見てメモする時間と関わり合う時間をお互いに確保できる。他のグループをまわることで、関わりながら学ぶこ

との面白さに気づかせたい。 

２つ目は、「伝え合いのメニュー（手順）」の提示である。「伝え合いのメニュー」の中に、相違点を見つける

だけの一方通行になってしまわないように、関わり合うためのアイテムとして、「〇〇さんが言いたいことは、こ

ういうこと？」「〇〇さんはどう思うの？」「くわしく教えて。」「もう一回言って。」「つけたして言うと」「〇〇さ

んは～と考えたのかな。」などの言葉を提示しておく。関わり合いがあまりできていない場合、教師の出どころと

して、関わり合いの言葉を声かけする。 

全体で共有する場面では、分かったことを発表させ、児童の言葉を整理して板書することで、教師の出どころ

として、学習課題から学習のまとめへ焦点化していく。本時は「市の地形と土地利用」のまとめなので、それぞ

れの地区で魅力があるだけでなく、地形を生かしていることにも気づかせていく。 

本時では、仲間との伝え合い活動を通して、自分の考えを広げ深めていく姿をひびき合いの姿とし、ブロック

テーマ「仲間と支え合う自分」を高めていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ 単元構想 

 

 

 

 

 



 

 

 



 

 



 



 

６ 本時について 

 

 

７ 実践を終えて 

＜成果と課題＞ 

（１）本時の様子 

前時までにかまぼこについてわたしたちの小田原や本を使って調べてきた。めあてを直前に変更したた

め、少し混乱が生じてしまった。個人の考えで意見も活発に出ていたので、教師の出所として、児童のつぶや

きをもっと取り上げていたら、より考えが広がっていったのではないかと思った。 

（２）授業後の実践   

 本時の授業後は「市の地形と土地利用」をもとに、「交通の様子」「小田原の歴史を伝えるもの」「市にある公

共施設」について調べ学習を進めた。地図や資料の読み取り方を本時で学んだので、進んで調べる姿や資料を

見て、関連する情報を見つける姿が見られた。 

本単元を通して、「小田原に生まれて良かった」「小田原市には自然がたくさんあっていい場所だなと思っ

た。」など、よさや魅力を発見していた。また、自分の住んでいる地域や学校の歴史についてもっと知りたいと

いう気持ちが高まり、総合の学習につながり進められている。 

（３）ブロックテーマとの関連、教師の出どころ（重点項目） 

本時でのひびき合い「仲間との伝え合い活動を通して、自分の考えを広げ深めていく姿」についての成果は、

全体共有の場面で「～さんに付け足しで」と友だちの考えにつなげながら、自分の考えを発表しようとする姿が

見られたことである。 

ひびき合うための手立てについては、伝え合いの場面をグループから全体へと２段階の場を設定したことで、

自分の考えを友だちの考えと比較したり、進んで友だちの考えを知ろうとしたりする姿が見られた点がよかった。 



ブロックテーマ「仲間と支え合う自分」については、グループの伝え合いで「～さんがこういうことを書いて

あったよ。」「ここに書いてあったよ。」など、「関わりあうためのアイテム（言葉）」を提示したことで仲間

と協働し問題を追究する姿が見られた。 

課題としては、子どもたちの意見を教師がきちんと把握ができていなかったので、そこは授業の進みに繋がる

ので、把握をしていなければいけなかった。 

そのためには、子どもが考えた意見を事前にメモをして、全体共有で活かせるようにしていきたい。 

 

 

 


